
 

                       

学 長 定 例 記 者 会 見 要 項 

日  時： 令和元年１２月５日（木） １１：００～１１：４５ 

場  所： 法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階） 
 
 

    発表事項   

1. リチウムイオン電池で安全性を高める次世代セパレータの開発に成功 
～山形大学森下准教授、日本バイリーン㈱、㈱大阪ソーダとの共同開発～ 

2. 日本科学未来館「研究エリア」入居フロ゚シェ゙クトに採択 
～プリント技術×デジタル・AI技術で次世代のものづくり研究を推進～ 

3. 「外食インカレ2019」で本学学生が金賞を受賞 
～人文社会科学部3年生チームが外食企業に「夜の給食」を提案～ 

4. 農学部附属農場産のお米を学生デザインのラベルで販売 
～山形大学生活協同組合で12月５日より取り扱い開始～ 

5. 第９回やまがた教員養成シンポジウムの開催について 
～教員養成から教師教育へ（教師の学びの場と教職大学院の役割）～ 
 
 

  お知らせ   

1. データサイエンスカフェの開催について 

 

 
 

（参 考） 
○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：令和元年１２月１９日（木）１１：００～１１：４５ 
場  所：法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階）  



学長定例記者会見（12月 5日）発表者 

 
1. リチウムイオン電池で安全性を高める次世代セパレータの開発に成功 
～山形大学森下連携准教授、日本バイリーン㈱、㈱大阪ソーダとの共同開発～ 
学術研究院 産学連携准教授（有機ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ担当）森下
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日本バイリーン株式会社 理事 技術開発本部長 田中 政尚
たなか まさなお

 

株式会社大阪ソーダ R＆D本部長  磯谷 真治
いそがい しんじ

 
 
 

2. 日本科学未来館「研究エリア」入居フロ゚シェ゙クトに採択 
～プリント技術×デジタル・AI技術で次世代のものづくり研究を推進～ 
学術研究院 教授（機械・高分子・ソフトマター） 古川 英光

ふるかわ ひでみつ
 

 
 

3. 「外食インカレ 2019」で本学学生が金賞を受賞 
～人文社会科学部 3年生チームが外食企業に「夜の給食」を提案～ 
人文社会科学部 3年   加藤
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4. 農学部附属農場産のお米を学生デザインのラベルで販売 
～山形大学生活協同組合で 12月５日より取り扱い開始 ～ 
農学部附属農場（高坂農場）技術職員  田中 健一

たなか けんいち
 

山形大学生活協同組合 専務理事   藤巻 正之
ふじまき まさゆき

 

地域教育文化学部地域教育文化学科文化創生コース3年  佐藤 唯杏
さとう  いあん

 

 

 
5. 第９回やまがた教員養成シンポジウムの開催について 

～教員養成から教師教育へ（教師の学びの場と教職大学院の役割）～ 
学術研究院 教授（大学院教育実践研究科担当） 今村

いまむら
 哲史
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配布先：学長定例記者会見参加報道機関 
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PRESS RELEASE    
                                2019年12月5日 

リチウムイオン電池で安全性を高める次世代セパレータの開発に成功 
~山形大学森下准教授、日本バイリーン㈱、㈱大阪ソーダとの共同開発~ 

 
【本件のポイント】 

●山形大学森下正典産学連携准教授、日本バイリーン株式会社と株式会
社大阪ソーダとは､リチウムイオン電池の安全性を高める次世代セパレ
ータの開発に成功した。 
●本技術のセパレータは、日本バイリーン株式会社が開発した耐熱性不
織布と株式会社大阪ソーダが開発した特殊ゴムを組み合わせたもので、
電池の試作・評価は山形大学が担当した。 
●２年以内にドローンなどの電池用セパレータとして製品化を目指す。 
 

【概要】 
山形大学森下正典産学連携准教授、日本バイリーン株式会社（代表取締役社長執行役員、CEO：川村智、東

京都中央区）と株式会社大阪ソーダ（代表取締役社長執行役員：寺田健志、大阪府大阪市）とは､リチウムイオ
ン電池の安全性を高める次世代セパレータの開発に成功した。本技術は日本バイリーン株式会社が開発した耐熱
性不織布と株式会社大阪ソーダが開発した特殊ゴムを組み合わせたもので、従来のものより耐熱性に優れている
ことが特徴である(従来のものは80℃くらいから収縮するが、本技術は150℃でも収縮しない)。本技術を使用す
ると、電池周辺の温度が上昇しても電池はショートせず、発火には至らないため、安全性を高めることができる。 

 
【背景】 

電池にはセパレータという部材が使用されている。それは正極(プラス極)、負極(マイナス極)との間に置き、
両極を隔離する役割がある。従来のリチウムイオン電池にはポリオレフィン製(スーパーのビニール袋と同じ素材)
のセパレータが使用されており、電池周辺の温度が上昇するとセパレータが収縮するため電池がショートし(正極
と負極が接触する現象)、発火することがあった。そのため耐熱性のあるセパレータが求められていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【従来のリチウムイオン電池用セパレータ】

負
極

正
極

【本技術のリチウムイオン電池用セパレータ】

負
極

正
極

ポリオレフィン製セパレータ耐熱性不織布＋特殊ゴム

本技術のセパレータ 従来のセパレータ
セパレータの母材 耐熱性不織布 ポリオレフィン(スーパーのビニール袋と同素材)
組み合わせる材料 特殊ゴム
セパレータの特徴 耐熱性繊維を使用した不織布のため、従来セパ

レータより耐熱性が高くなった(150℃でも変形なし)。
また耐熱性不織布に特殊ゴムを埋め込むことで
ショートしやすいという不織布の課題をクリアした。

無数の細孔をもつフィルムで、保液性、化学的安定性
など諸特性は優れているが、80℃くらいから変形する。
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【共同開発の成果】 
山形大学森下正典産学連携准教授、日本バイリーン株式会社と株式会社大阪ソーダとは､耐熱性不織布と特殊

ゴムを組み合わせて、電池の安全性を高める次世代セパレータの開発に成功した。開発にあたっては、耐熱性繊
維を絡み合わせた不織布を使用することで、短時間で充電できることや耐熱性が向上するなど従来のセパレータ
より優れた性能が得られたが、多孔性(内部に多くの隙間がある)であるため、電池がショートすることがあった。
そのため電池性能に悪影響を与えない特殊ゴムを不織布の隙間に埋め込むことで、耐熱性を維持しながら電池が
ショートしやすいという不織布の課題をクリアした。 

加熱試験では、従来の電池をホットプレートで加熱すると 100℃で電池がショートし電球は消灯したが、本
技術の電池は 150℃でも電球は点灯し続けた。周辺の温度が上昇した場合でも、電池は発火することはなく、安
全性を高めることに成功した（下記の試験では電池がショートしても発火しない小型電池を使用し、安全性の良
し悪しは電球の点灯・消灯で判断した → ショートすると電球が消灯する仕組み。ショートしなければ電球は
点灯し続ける）。 

 
【電池の加熱試験】 
(1)30℃からスタート                (2)ホットプレートが100℃になる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)150℃に到達 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【今後の展望】 

本技術は電池内部の温度が上昇しやすいドローン(大電流で使用する媒体)などの電池には有効で、２年以内の
製品化を目指し、本技術を使用したドローン用電池の試作を進めている。 

 

お問い合わせ  
・山形大学 学術研究院 産学連携准教授（有機エレクトロニクスイノベーションセンター担当）森下 正典  

Tel 0238-26-3372、 e-mail  morishita@yz.yamagata-u.ac.jp 
・日本バイリーン株式会社 電気・工業資材本部 第一営業部  

Tel 03-4546-1150 
・株式会社大阪ソーダ  R&D本部 イノベーションセンター 

Tel 06-6409-1389    

mailto:morishita@yz.yamagata-u.ac.jp


配布先：学長定例記者会見参加報道機関 
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PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12月5日 

日本科学未来館「研究エリア」入居プロジェクトに採択 
～プリント技術×デジタル・AI技術で次世代のものづくり研究を推進～ 

【本件のポイント】  
● 本学申請プロジェクトが、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）日本科学 
未来館「研究エリア」入居プロジェクトに採択。 

● 本学が得意とするプリント技術と、デジタル技術や人工知能技術を融合させるこ 
とにより、「次世代やわらかものづくり革命」を目指す研究を実施。 

● 科学コミュニケーション活動により、来館者が最先端の科学技術を体感。研究 
開発への市民参画により、市民レベルでの科学研究活動が起きることが期待される。 

【概要】 

本学が申請したプロジェクトが、国立研究開発法人科学技術振興機構 日本科学未来館「研究エリア」入居プロ
ジェクトに採択されました（8 室募集。使用期間中の施設使用料は無償。）。地方国立大学が未来館へ入居する
のは大変珍しいケースです。 
本学ではこれまで、有機 EL や有機物半導体、太陽電池、フレキシブルハイブリッドエレクトロニクスなどに

関する世界的な研究拠点を形成してきました。日本科学未来館「研究エリア」では、これらの取組みを拡大し、
山形大学の得意とするプリント技術に、新たに 3Dプリンターの技術を加え、さらにデジタル技術や人工知能技
術との融合を狙う、「次世代やわらかものづくり」の開拓を推進します。 

【山形大学研究プロジェクト概要】 
研究プロジェクト名：「プリンターの技術革新‐インクジェットから 3D印刷に及ぶ知的やわらかものづくり革命」 
研究代表者：山形大学ＯＩ機構連携型ＯＰＥＲＡ領域統括・教授 古川英光 
管理責任者：山形大学オープンイノベーション推進本部統括クリエイティブマネージャー・産学連携教授 酒井真理 
使用施設：日本科学未来館 ４階 408・409号室（114㎡） 
使用期間：2020年４月１日～2023年３月31日（３年間） 
活動概要： 
 （１）研究活動 
   「次世代やわらかものづくり」を目指して、以下のような活動を行う。 
   ①プリンターの技術革新における知的やわらかものづくり革命の研究 
   ②３Dゲルプリンターの開発 
   ③３Dフードプリンターの開発 
   ④ハイブリッドものづくりシステムの開発、共同研究を希望する企業、機関への研究紹介 
 （２）科学コミュニケーション活動 
   「デジタルモノづくりの概念、技術の伝道」を目的として、日本科学未来館との協議により以下のような活動を 
  計画、実施する。 
   ①実際に３Dデータを製作、３Dプリンターによる製作の体験 
   ②インクジェットプリンターの原理紹介、製品紹介 
   ③ソフトロボティクス（ゲルハチ公、ゲル製クラゲなど）紹介 
   ④食品３Dプリンターを用いたソフト食の印刷デモを行う。 
 
  

3Dプリンター 
展示イメージ ゲル製 

クラゲ 
ゲルハチ公 
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【今後の展望】 

これまで加工が難しかった、ゲルや食品といったやわらかい素材を個人の嗜好、体形などによって望みの３次
元形状に造形したり、３D プリント技術に電子回路、電子部品を組み込んだものづくりができたりするという次
世代ものづくりに関する研究の進展が期待される。 
 また、科学コミュニケーション活動を通じて、子供たちに最先端の科学技術を体感してもらう。最先端の科学技
術を来場者に紹介し、ともに語り合い、考えることにより、来場者が次世代ものづくりに関心を持ち、新しいもの
づくりの方法を自ら修得し、市民レベルでの科学研究活動が起きることが期待される。 

 
 

（参考）日本科学未来館「研究エリア」に現在入居中のプロジェクト 
研究プロジェクト名 研究機関・研究代表者 

「光電変換」プロジェクト 名古屋大学 未来社会創造機構 松尾 豊 
「自律移動ロボットの生活空間センシング」 
プロジェクト 

産業技術総合研究所 人間拡張研究センター 持丸 正明 

「ヒューマノイド」プロジェクト 東京大学情報理工学系研究科 稲葉 雅幸 
「Cyber Living Lab｜身体性メディア」 
プロジェクト 

東京大学／高齢社会総合研究機構 舘 暲 
慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 南澤 孝太 

「多感覚コミュニケーション」プロジェクト 東京女子大学 現代教養学部 心理学専攻 田中 章浩 
「ミトコンドリア生合成」プロジェクト 京都産業大学生命科学部 遠藤 斗志也 
「SFC Lab｜サイエンスコミュニケーター」 
プロジェクト 

慶應義塾大学環境情報学部 村井 純 

「二次元物質」プロジェクト 東京大学大学院理学系研究科化学専攻 西原 寛 
「潜在情報」プロジェクト 早稲田大学 理工学術院基幹理工学部 渡邊 克巳 
「自在化身体」プロジェクト 東京大学 先端科学技術研究センター 稲見 昌彦 
（日本科学未来館HP）https://www.miraikan.jst.go.jp/aboutus/facilities/project-list.html 
 

 
 お問い合わせ  

山形大学オープンイノベーション推進本部 内藤 
TEL  0238-29-0566  メール yu-oi＠yz.yamagata-u.ac.jp 



配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12月5日 

「外食インカレ2019」で本学学生が金賞を受賞 
～人文社会科学部3年生チームが外食産業に「夜の給食」を提案～ 

 
【本件のポイント】  

● 大学生・大学院生が提案するビジネスアイデアコンテスト
「外食インカレ2019」（主催：一般社団法人日本フードサ
ービス協会、日本フードサービス学会）で人文社会科学部3
年生の加藤陽理・伊藤怜奈・熊谷穣チームが金賞を受賞。 

●  全128チームの中から2度の書類審査を通過した6チームに
よる最終プレゼンが11月30日に行われた。 

● 外食産業が学童保育を導入して夜の給食を提供すること
で、子供の孤食を減らしつつ、企業側の収入確保や外食産
業のイメージ向上を図るビジネスモデルを提案。 

【概要】 

大学生・大学院生が提案するビジネスアイデアコンテスト「外食インカレ 2019」で人文社会科学部 3 年生の
加藤陽理(かとうあかり)・伊藤怜奈（いとうれいな）・熊谷穣（くまがいゆたか）チームが金賞（優勝）を受賞し
ました。このコンテストは、一般社団法人日本フードサービス協会、日本フードサービス学会が主催したもので、
今回で2回目。今年は、2020年東京オリンピック・パラリンピック以降を見据え、１．外食産業の生産性の向上
策、２．グローバルの視点から外食産業のマネジメントのあり方、の２つが課題テーマとして設定されました。
応募のあった128チームの中から、2度の書類審査を通過した6チームにより、11月30日に東京の日本青年館
で最終審査が行われ、「夜の給食～外食産業が子供の『こ食』を解決～」をテーマにプレゼンテーションを行い、
外食産業における学童保育の導入に関わるビジネスモデルを提案した、本学人文社会科学部3年生チームがプレ
ゼンバトルを勝ち抜き、金賞を手にしました。 

 
【提案内容】「夜の給食 外食産業が子供の『こ食』を解決」 
  本提案は、外食産業が学童保育を行い、夜の給食を提供するというものであり、社会的課題となっている
「孤食（特に子供の孤食）」に着目した。特に小学生の学校以外の生活時間では学童保育に費やす時間が多い。
そのため、学童保育で給食を提供することは、子供の孤食改善につながりやすい。しかしながら、従来の学童保
育は『預かる時間が短い』『食事を提供できない』、子ども食堂は『開催頻度が少ない』『ボランティアのため
継続力に不安』などの課題を持っている。そのため、外食企業が学童保育を兼ねるならば、これらの課題は解決
される上、栄養バランスのとれた食事提供や食育に関わる教育も行うことが出来る。外食産業が学童保育市場を
創造することで、中・長期的には外食産業の生産性の向上とともに、社会的課題に取り組むことによるイメージ
向上を期待することが出来る。 

 
【外食インカレ2019について】 
名称：第2回大学生・大学院生が提案する第２回ビジネスアイデアコンテスト『外食インカレ2019』 
主催：一般社団法人日本フードサービス協会、日本フードサービス学会 
https://gaisyoku-ic.com/ 
 
 お問い合わせ  

山形大学広報室 
TEL  023-628-4008  メール koho＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

 

PRESS RELEASE    

                                2019年12月5日 

農学部附属農場産のお米を学生デザインのラベルで販売 
～山形大学生活協同組合で12月５日より取り扱い開始～ 

【本件のポイント】  
● 農学部附属やまがたフィールド科学センターエコ農業部門（高坂農場）
で収穫された米を学生デザインのラベルで販売開始。 

● 地域教育文化学部地域教育文化学科文化創生コース３年の佐藤 唯杏（さ
とう いあん）さんがデザインを担当し、山形大学生活協同組合で初めて
販売。 

● 売上の一部は「山形大学基金」に寄附され、学生支援に活用。 
 

【概要】 

山形大学農学部附属農場（高坂農場）産の４種類のお米（はえぬき、ササニシキ、ひとめぼれ、ミルキークイ
ーン）を山形大学生活協同組合で初めて販売します（従来は高坂農場でのみ販売）。このお米は専用の大型保冷
庫で保管しているため新米時期はもちろんのこと、年間を通して収穫時の品質に近い状態で販売できます。 
販売にあたり、地域教育文化学部文化創生コース３年の佐藤 唯杏さん（さとう いあん、鶴岡市出身）がラベ

ルをデザインし、“オール山形大学”の商品となりました。お米は 1パック２合（300ｇ）入りで、個別でも 4種
類入の箱詰めでもお求めいただけます。 
山形大学生活協同組合の売り上げの一部は「山形大学基金」を通して本学の学生支援として活用されます。 

 
【山形大学生活協同組合での販売】 

   2合(300g）入り 1パック（はえぬき、ササニシキ、ひとめぼれ、ミルキークイーンの 4種）各 330円（税込） 
4パック入り箱詰め 1箱1,400円（税込） 
小白川・飯田・米沢・鶴岡の各キャンパス内にある山形大学生活協同組合の店舗のほか、同組合のホームページ

からも通信販売にて購入することができます。（https://www.yamagata.u-coop.or.jp/） 
 
【ラベルをデザインした佐藤唯杏さんのコメント】 
「稲のしなやかさや柔らかく美しい様子を丸や曲線といった抽象的な表現を用いてラベルに込めました。4 つの
ラベルにある枠の色はそれぞれ違いますが、それぞれに他の枠の色が少し加えられており、並べるとグラデーシ
ョンのように変化することで統一感や視覚的な面白さを取り入れました。」 
 

【山形大学生活協同組合での売り上げの一部は学生の支援に】 
今年度は、2,000パックの販売が予定されており、売上の一部は「山形大学基金」に寄附され、学生支援として

活用されます。 
 

※ なお、従来どおり、山形大学農学部附属農場での販売も行います。（学生デザインのラベルはつきません） 
はえぬき、ひとめぼれ及びミルキークイーンは精白米５㎏、玄米10㎏で販売 
します。令和元年度産ササニシキは完売しました。 
 
 
 

 

お問い合わせ    
 山形大学鶴岡キャンパス事務部総務課附属施設担当  TEL  ０２３５－２４－２２７８ 
 山形大学生活協同組合 小白川コンビニ店Ciel    TEL ０２３－６４１－８６６２ 

https://www.yamagata.u-coop.or.jp/


配布先：学長定例記者会見参加報道機関 

PRESS RELEASE    

                                令和元年（2019年）12月5日 

第９回やまがた教員養成シンポジウムを開催 
～教員養成から教師教育へ（教師の学びの場と教職大学院の役割）～ 

【本件のポイント】  
● 山形大学大学院教育実践研究科、地域教育文化学部、公益財団法人やまが
た教育振興財団主催のシンポジウム。 

● 山形大学大学院教育実践研究科創立10周年を迎え、教職大学院が中心とな
りシンポジウムを企画。 

● 教職大学院修了生の学校現場での生の声を踏まえ、「教員養成から教師教
育へ」という大きな動きの中で教師の成長に資する学びの場をどうつくる
のか、教職大学院はどのような役割を果たすべきなのかについて話し合
う。 

【概要】 

令和元年12月21日（土）午後、「第９回やまがた教員養成シンポジウム」を開催します。テーマは『教員養
成から教師教育へ －教師の学びの場と教職大学院の役割－』です。今回は、この度創立 10 周年を迎える山形
大学大学院教育実践研究科（教職大学院）が中心となって企画しました。第１部は、学校教育の課題として注目
されている「学校防災」や「学校改革ネットワークの現状」についての講演です。第２部は、教職大学院修了生
の「現在の取り組みと教職大学院で学んで今生きていること、さらに学びたいこと」の発表と全体協議です。 
「教員養成から教師教育へ」という大きな動きの中で、教師の成長に資する学びの場をどうつくるのか。そし

て教職大学院はどのような役割を果たすべきなのかについて、学校現場の声を交えながら考えていきます。 
なお、当日の入場は無料です。また、事前の申込みも不要です。 

 
【第９回やまがた教員養成シンポジウム】 
〇テーマ：教員養成から教師教育へ －教師の学びの場と教職大学院の役割－ 
〇主催：山形大学大学院教育実践研究科、地域教育文化学部、公益財団法人やまがた教育振興財団 
〇共催：東北文教大学 
〇日時：令和元年12月21日（土） 13:00～16:40 
〇会場：遊学館ホール 
〇入場料：無料・事前申込不要 
〇スケジュール 

12:30～13:00 受付 
13:00～13:20 開会 （趣旨説明） 
13:20～14:00 講演1「学校防災－教員養成から現場へ－」：村山良之 (大学院教育実践研究科担当 教授) 
14:00～14:40 講演2「学校改革ネットワークの現在」：森田智幸 (大学院教育実践研究科担当 准教授) 
14:55～15:55 大学院修了生による報告 

        「現在の取組みと教職大学院で学んで今生きていること、さらに学びたいこと」： 
          牛草 学 (仙台市立田子小学校 教諭）、村山 豪 (山形市立金井小学校 教諭) 

                 村山美沙姫 (寒河江市立南部小学校 教諭） 
15:55～16:35 協議「教師の学びの場と教職大学院の意味と役割」司会：出口 毅(大学院教育実践研究科長) 
16:35～16:40 閉会 
 

お問い合わせ 
  山形大学小白川キャンパス事務部 総務課総務担当 
                 TEL 023-628-4304 

【教職大学院生による授業の様子】 



山形大学大学院教育実践研究科
創立10周年記念シンポジウム

2019年１２月２１日（土） 13:00～16:40日時

遊学館ホール
主催：山形大学大学院教育実践研究科，地域教育文化学部，公益財団法人やまがた教育振興財団
共催：東北文教大学
後援：山形県教育委員会（予定），山形市教育委員会（予定）

山形大学小白川キャンパス
事務部総務課総務担当

☎ 023-628-4304

◆日程
12:30～13:00 受付
13:00～13:20 開会 趣旨説明：江間史明（教育実践研究科教授）
13:20～14:00 講演1：「 学校防災－教員養成から現場へ－ 」

村山 良之（教育実践研究科教授）
14:00～14:40 講演2：「 学校改革ネットワークの現在 」

森田 智幸（教育実践研究科准教授）
14:40～14:55 休憩
14:55～15:55 大学院修了生による報告：「現在の取組みと教職大学院で

学んで今生きていること，さらに学びたいこと」
牛草 学（仙台市立田子小学校教諭）
村山 豪（山形市立金井小学校教諭）
村山 美沙姫 （寒河江市立南部小学校教諭）

15:55～16:35 協議：「教師の学びの場と教職大学院の意味と役割」
教育実践研究科教員及び修了生
司会 出口 毅（教育実践研究科長，副学長）

16:35～16:40 閉会

お問い合わせ

第9回やまがた教員養成シンポジウム

会場

入場無料

事前申込不要
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プレス通知資料               （概 要） 
令和元年(2019年)12月 5日 
山 形 大 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 
 

1. データサイエンスカフェの開催について 
「社会人はどうやってデータサイエンスを学ぶか」をテーマに勉強会を開催します。 
日時・内容：令和元年12月5日（木） 17：30～18：30 
       「データサイエンス・AIの産業応用事例と企業におけるデータ活用組織設計の実例」 
        講師：NEC AI・データアナリティクス事業開発本部 本橋洋介氏 
      令和元年12月19日（木） 17：30～18：30 
       「山形県におけるデータ活用人材の育成」 
        講師：山形県企画振興部情報政策課課長補佐 永井 彰氏 
会場：データサイエンス多目的ホール511（小白川キャンパス理学部2号館５F） 
 
 

※これまでの定例会見でお知らせしたもので、開催が迫っているイベント  
◎ 第16回学長特別講演会を米沢キャンパスで開催 

テーマ：全産業デジタル化時代のイノベーションと人材育成～我が半生を振り返って 
講 師：株式会社ブロードバンドタワー代表取締役会長兼社長CEO藤原洋氏 

（インターネット協会理事長、慶應義塾大学環境情報学部特別招聘教授、SBI大学院大学副学長） 
日 時：12月 12日(木)16:30～18:00 
場 所：山形大学米沢キャンパス 4号館中示範Ａ教室 
 

◎ ＣＯＣ＋シンポジウム「高等教育機関による若者定着の“これまで”と“これから”」 
日 時：12月19日(木)13:30～16:10 
会 場：山形国際ホテル ３Ｆ 富士の間 
参加費：無料（定員100名、申込み必要；締切は12月2日(月)まで） 
 

◎ 第２回高分子と有機材料に関する国際会議(2nd IPOMY)を開催 
国内外から第一線で活躍する研究者を招聘し、マイクロプラスチック問題や有機EL研究など、我々の

生活にも身近な、高分子と有機材料の研究に関する国際会議を開催します。 
期 間：12月17日(火)～12月20日(金) 
会 場：山形大学米沢キャンパス 




